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１．都市公園

都市公園については、滋賀県と大津市が事業主体となり、主に大津湖南および彦根

長浜などの都市計画区域の湖岸において整備が進められました。これにより、良好な自

然風景を保存・活用しつつ、新たな風景を創りだし、休憩、観賞、散策などを楽しめる公

園として、琵総事業の期間中に、13地区、約156haの整備が完了しました。

その後、2000年(平成12年)に公表した「マ

ザーレイク21計画－琵琶湖総合保全整備計画－」

の「自然的環境・景観保全」の第1期対策で、在来

生物の生息空間として、また、緑と人のふれあえる

空間としての湖辺域におけるビオトープネットワー

クの拠点確保の対策として、新たな湖岸緑地の確

保も追加して位置づけられました。

これにより湖岸緑地は、湖辺域の環状緑地ネッ

トワークの整備、推移帯機能の再生を内容とする

「湖岸緑地再生整備事業」として、地域の環境条

件に見合ったタイプの保全・整備をしています。

２．自然公園

琵琶湖とその周辺は、近江八景あるいは琵琶湖八景に代表される風光明媚な景

勝地として古くから親しまれており、伊吹山や比良山地、比叡山を含む琵琶湖国定公

園は1950年に、わが国で初めての国定公園に指定されています。

これにより、建築物の建設や木竹の伐採、土地の形状変更などの開発行為が規制

され、優れた風景を保護しています。また、この自然公園区域内では、県民をはじめ

とする多くの方々が琵琶湖の自然と風景を身近に親しめるための園地や遊歩道など

の｢自然公園施設｣が湖北、湖西および湖東地域の琵琶湖岸に整備されています。ま

た、大津市の近江舞子から近江八幡市の近江八幡集団施設地区まで、白砂青松、岩

礁、ヨシ群落などの琵琶湖らしい風景が楽しめる「近江湖の辺の道(環びわ湖周遊自

然歩道)」が整備されています。
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1972年から1997年まで進められた琵琶湖総合開発事業（以下「琵総事業」という。）

では、琵琶湖水位の低下による琵琶湖周辺の自然環境が悪化するのを防止するととも

に、積極的に新しい湖辺の風景を造り出し、レクリエーションなどの利用の増進を図るた

め、「都市公園(湖岸緑地)」と「自然公園施設」が整備されました。

図２-１２-１　都市公園・湖岸緑地

及び自然公園施設位置図
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トピック THE シガパーク

１．THE シガパークの３つの視点

THE シガパークは、「滋賀県全体が

一つの大きな公園であるかのように

水・緑・人でつながっており、県民をは

じめとした滋賀県に生きるすべての生

き物の暮らしと心を豊かにする姿」を

目指しており、この姿を実現するため

の「3つの視点」を設けています。

１つ目は「美」の視点、「うつくシガ

パーク」です。これは、自然を活かした

公園の美しさ、公園施設の美しさ、利

用マナーの美しさなど、様々な点で「美

しい公園」を目指すものです。

２つ目は「優」の視点、「やさシガ

パーク」です。これは、誰もが利用しや

すい誰にとっても優しい公園を目指す

というものです。人間に限らず、すべ

ての生き物、自然に対しても優しい公

園でありたいと考えています。

３つ目は「楽」の視点、「たのシガ

パーク」です。これは、訪れただけで気

持ちが楽になり、楽しい時間を過ごす

ことができる、「楽しい公園」を目指す

というものです。訪れたすべての人の

気持ちを楽にする公園を目指します。

２．THE シガパークの目指す姿

目指す姿を実現するために3つの

取組を進めています。

１つ目が、部局を横断した公園連

携・庁内連携の取組「Team Up！」

です。公園管理者の部局を横断して

一体的に広報を行うほか、ビワイチ

やシガリズム等他部局とも連携を進

めます。

２つ目は、拠点的な公園の機能強化

と利便性の向上「Level Up！」です。

公園施設の魅力向上のための施設整

備を進めます。

３つ目は、市町・民間事業者・住民

等と協働した取組「Tie Up！」です。

民間との連携による公園の活性化や、

ボランティア活動等との連携を図る制

度の策定を検討しています。

写真Ｔ-１　希望が丘文化公園

図T-１　THE シガパークのイメージ

都市計画課　公園魅力向上推進室

図Ｔ-２　THE シガパークのロゴマーク

琵琶湖ハンドブック四訂版40


